
横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業

質問及び回答（要求水準書）【先行公表分】

No 書類名 別 頁 第 章 節 号 大 中 小 項目名 質問の内容 回答

1 要求水準
書

（全般） Ｐ２２　第３－５ウ(ア）、Ｐ４２　第５－１
（１）、Ｐ４２　第５－１（２）において使用され
ている「おのずから」は、「みずから」の誤記と考
えてよろしいでしょうか。

誤記ではありませんが、「みずから」と御理解して
ください。

2 要求水準
書

（全般） 横浜市殿が行う「確認」とはどのような行為であ
り、その要件はどのようなものであるか、契約上ど
のような効力を有するものであるのかご教示くださ
い。

市が行う「確認」は、別途提示しているモニタリン
グ基本計画等に基づき行う行為です。よって、モニ
タリング基本計画等に記載した契約上の効力を有す
る確認もあります。

3 要求水準
書

（全般） 選定事業者が行う「通知」とはどのような行為であ
り、その要件はどのようなものであるか、契約上ど
のような効力を有するものであるのかご教示くださ
い。

選定事業者が行う「通知」は、別途提示しているモ
ニタリング基本計画等に基づいて行ってください。

4 要求水準
書

1 1 4 事業期間 本施設の設計・建設期間が平成２８年３月までと
なっておりますが、完成を９ヶ月間早められれば、
本施設の引渡し及び所有権の移転・管理運営開始を
以降を９ヶ月前倒しで始められるものと考えてよろ
しいでしょうか。

基本的には御理解のとおりです。

5 要求水準
書

1 1 4 事業期間 また、９ヶ月早められるとした際に、事業終了も
９ヶ月間早まると理解してよろしいでしょうか。

契約終了日は変更しないことを想定しています。

6 要求水準
書

2 1 5 事業場所等 事業対象用地については、土壌汚染や埋設物等が
あった場合は、その除去費用や除去に伴い事業者に
生じた損害及び費用は、横浜市殿がご負担すると理
解してよろしいでしょうか。

土壌汚染、地下埋設物に関するものについては市の
負担となりますが、既存建物の瑕疵で提示する図面
等から判断可能なものは選定事業者の負担となりま
す。

7 要求水準
書

2 1 6 (1) 選定事業者の
業務範囲

各種申請及び許認可手続きに関する業務について、
横浜市殿が提出するべき手続きで直接的に必要にな
る費用は横浜市殿のご負担と理解してよろしいで
しょうか。

全て選定事業者の負担とします。
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横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業

質問及び回答（要求水準書）【先行公表分】

No 書類名 別 頁 第 章 節 号 大 中 小 項目名 質問の内容 回答

8 要求水準
書

2 1 6 (1) ｲ 建設段階 既設焼却炉２号炉について、現在停止中と認識して
おりますが、完全停止の時期をご教示ください。平
成23年3月以降運転している場合、内部に放射性物質
が付着している可能性があります。

平成21年4月21日から28日の運転を最後に完全停止し
ています。

9 要求水準
書

2 1 6 (1) ｲ (ｱ)  既存汚泥焼却
炉２号炉及び
関連機器類の
解体業務

継続利用する2号炉管理棟及び汚泥ピットについて
は、建築設備の改造、更新等は、事業者提案の範囲
と理解してよろしいですか。

御理解のとおりです。ただし、本施設の管理運営期
間において、他の施設の管理運営に支障を来すこと
のないようにしてください。

10 要求水準
書

2 1 6 (1) ｲ (ｱ) 選定事業者の
業務範囲

「２号炉管理棟及び汚泥ピットは継続利用する」と
ありますが、事業者提案により、管理棟及び汚泥
ピットを大幅に改築若しくは更新することは可能で
しょうか。

御理解のとおりです。ただし、本施設の管理運営期
間において、他施設の管理運営に支障が出ない範囲
で可能です。また、現在の汚泥ピットの容量及び受
入設備の機能は確保してください。

11 要求水準
書

3 1 6 (1) ｲ (ｹ) 選定事業者の
業務範囲

「その他本事業を実施する上で必要な工事及び業
務」とありますが、具体的にはどのような工事（業
務）でしょうか。

市との協議や提案により生じる業務になります。

12 要求水準
書

3 1 6 (2) ｼ 選定事業者の
業務範囲

「副産物の引渡業務」とは、誰から誰へ、どの場所
からどの場所へ、引き渡すことを意味しています
か。

センター内の当該事業場所からセンター外の提案の
あった先へ引き渡すことを想定しています。

13 要求水準
書

3 1 6 (2) ｾ 選定事業者の
業務範囲

「その他本事業を実施する上で必要な業務」とあり
ますが、具体的にはどのような業務でしょうか。

No11の回答を参照してください。

14 要求水準
書

3 1 6 (2) ｸ 燃料化物の購
入・販売及び
運搬業務

燃料化物の運搬業務は、選定事業者自ら実施するも
のに限らず、外部への委託による実施も可能である
との理解でよいでしょうか。

構成員又は協力会社の責任において外部へ委託する
ことは可能です。

15 要求水準
書

3 1 6 (2) ｹ 燃料化物の有
効利用業務

燃料化物の有効利用業務は、燃料化物を石炭代替燃
料として利用を図ることまでが事業範囲であり、利
用施設そのものについては含まれないとの理解でよ
いでしょうか。

燃料化物の有効利用業務の内容は31頁(10)に示した
ものであり、利用施設そのものについては含まれま
せん。
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横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業

質問及び回答（要求水準書）【先行公表分】

No 書類名 別 頁 第 章 節 号 大 中 小 項目名 質問の内容 回答

16 要求水準
書

3 1 6 (3) ｱ 選定事業者の
業務範囲

「統括マネジメント業務」とは具体的にどのような
業務でしょうか。

選定事業者の業務範囲における全ての組織の方針、
手法及びプロセス等を継続的に管理・改善等を統括
して行う業務です。

17 要求水準
書

4 1 7 (1) 市の業務範囲 撤去解体設備の廃止に関する届出は、事業者決定前
に横浜市殿により完了していると理解してよろしい
でしょうか。

撤去解体対象設備の廃止に関する届出は、市が行い
ます。時期については、撤去着手前を予定していま
す。

18 要求水準
書

4 1 7 (3) ｵ 市の業務範囲 管理運営段階における、本施設見学者の対応は市が
行うものと認識しております。管理運営段階におけ
る選定事業者の記述に倣い、市の業務範囲に本施設
の見学者対応を明記願います。

本施設の見学者対応は、選定事業者の業務範囲内で
す。ただし、事業実施場所は市の敷地内なので、市
が本施設見学者の人数、見学日時等を事前に把握可
能なようにしてください。詳細については、選定事
業者と市の協議によって決定します。

19 要求水準
書

4 1 8 適用法令及び
適用基準

「適用法令及び適用基準は、設計及び建設、管理運
営等の各業務の開始時点における最新のものを採用
すること」とありますが、入札以降に法令等の改正
が行われ、各業務の開始時点に於いて、費用の増額
が必要となった場合は、実施方針のリスク分担表に
従い、その費用は横浜市殿のご負担と理解してよろ
しいでしょうか。

基本的にはリスク分担表のとおり、市の負担になり
ますが、法令変更等に関するリスク分担は、事業契
約書（案）第24条のとおりです。

20 要求水準
書

4 1 8 適用法令及び
適用基準

要求水準書（案）に対する質問の回答No.56にて本施
設の仕様は関係法令等に基づく基準、規程、規格に
よることを前提に事業者にて決定可能となっており
ますが、貴市の一般仕様書、特記仕様書、共通仕様
書、施工指針等も準拠する必要はないとの理解でよ
ろしいでしょうか。

御理解のとおりです。

21 要求水準
書

6 2 1 解体撤去工事
にかかわる基
本的な考え方

「周辺環境に対しても十分に配慮」とありますが、
関係法令等以外に特に配慮する具体的な指示はあり
ますか。

選定事業者の提案によります。

22 要求水準
書

6 2 1 (5) 解体撤去工事
にかかわる基
本的な考え方

「その他本事業を実施する上で必要な業務」とあり
ますが、具体的にはどのような業務でしょうか。

No11の回答を参照してください。

3/26



横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業

質問及び回答（要求水準書）【先行公表分】

No 書類名 別 頁 第 章 節 号 大 中 小 項目名 質問の内容 回答

23 要求水準
書

6 2 2 事前調査 事前調査を行うに際し、設計建設工事の工程にご配
慮いただき関連設備の運転調整等についてご協力い
ただけると考えてよろしいでしょうか。

可能な範囲で協力します。

24 要求水準
書

6 2 2 事前調査 横浜市殿が実施している事前調査があれば提示願い
ます。
また、その調査結果に不備があった場合は、横浜市
殿のリスクと理解してよろしいでしょうか。

解体に必要な事前調査は行っておりません。

25 要求水準
書

6 2 3 (1) 解体撤去対象
施設の立地条
件等

表2-3-1-1に明記されておらず、入札後に明らかに
なったものの対策で、特段の費用が必要となるもの
について、負担は別途協議としていただけないで
しょうか。

表2-3-1-1に示した内容は、最低限必要と思われる内
容です。したがって、表に示した内容以外にも要求
水準書及び参考資料（既設施設図面）をもとに、解
体に際して必要と思われる対策等については、選定
事業者の提案によります。

26 要求水準
書

7 2 3 (1) 解体撤去対象
施設の立地条
件等

「排水処理関連機器類は他施設等と共有のため解体
撤去中も電力を供給すること」とありますが、電力
そのものは横浜市殿が供給し、事業者の業務は、解
体撤去中も排水処理関連機器類へ通電できる状態と
することと理解してよろしいでしょうか。

他施設等と共用している機器への電力（制御関連含
む）供給方法は、選定事業者の提案によります。な
お、解体撤去に際して、他施設の管理運営に支障を
来すことのない範囲で市からの電力の供給は可能で
す。

27 要求水準
書

7 2 3 (1) 　 解体撤去対象
施設の立地条
件等

解体撤去中に消化ガス配管や高圧空気配管について
切回しを行うに際し、解体撤去工事の工程にご配慮
いただき関連設備の運転調整等についてご協力いた
だけると考えてよろしいでしょうか。

可能な範囲で協力します。

28 要求水準
書

7 2 3 (1) 　 解体撤去対象
施設の立地条
件等

「表2-3-1-1　解体撤去に際して留意が必要な機器類
と対応策案」に記載された配管類の材質をご教示願
います。

要求水準書の別紙４、表4-3及び「参考資料（既設施
設図面）」を参照してください。

29 要求水準
書

7 2 3 (1) 　 解体撤去対象
施設の立地条
件等

「解体撤去中」にも電源を供給する必要がある電気
設備は、表2-3-1-1　「管理棟内の排水処理関連機
器」に記載された機器類だと理解すれば良いでしょ
うか。

表2-3-1-1に提示した管理棟排水関連機器の他に既設
１号監視装置、無停電電源装置、管理棟及び汚泥
ピット棟内の照明・空調設備、管理棟及び汚泥ピッ
ト棟内にある消防設備関連機器等があります。別途
「参考資料（既設施設図面）」を参照してくださ
い。
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横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業

質問及び回答（要求水準書）【先行公表分】

No 書類名 別 頁 第 章 節 号 大 中 小 項目名 質問の内容 回答

30 要求水準
書

7 2 3 (1) 解体撤去に際
して留意が必
要な機器類と
対応策案

２号炉電源系統に接続された負荷のうち、解体撤去
期間中も電源供給が必要となる共用設備は、貴市に
て解体撤去工事前に２号炉以外の電源系統に移設さ
れているものと考えます。
また、これに伴う電源引き込みや受変電設備、動力
制御盤設備等も貴市にてご負担いただけるものと考
えますがよろしいでしょうか。

市では共用設備の電源系統の移設は実施しません。
移設が必要な場合は、選定事業者の責任で実施して
ください。なお、他施設の管理運営に支障を来すこ
とがない範囲で市から共用設備へ電源を供給する事
は可能です。

31 要求水準
書

7 2 3 (1) 解体撤去に際
して留意が必
要な機器類と
対応策案

解体撤去工事中も電源供給が必要な機器の電気設備
を解体撤去工事中に設置する場合、２号炉電源系統
以外の電源系統から受電可能と考えてよろしいで
しょうか。

他施設等の管理運営に支障を来すことがない範囲で
受電が可能です。

32 要求水準
書

7 2 3 (1) 解体撤去に際
して留意が必
要な機器類と
対応策案

上記の様に２号炉電源系統以外の電源系統から受電
する場合、その引き込みや受変電設備、動力制御盤
設備等にかかる費用は貴市にてご負担いただけると
の理解でよろしいでしょうか。

全て選定事業者の負担とします。

33 要求水準
書

7 2 3 (1) 解体撤去に際
して留意が必
要な機器類と
対応策案

解体撤去工事中も電源供給が必要な機器の電源を全
て事業者が確保・負担する場合、電源供給用電気設
備の設置場所は確保されるとの理解でよろしいで
しょうか。

本事業の事業場所の範囲内及び管理棟、汚泥ピット
棟内で他施設の管理運営に支障を来すことのがない
場所を選定事業者が確保してください。

34 要求水準
書

7 2 3 (2) ｱ 施設概要 解体撤去対象施設の鉄屑、コンクリート屑の重量、
並びに基礎杭の仕様、数量をご教示願います。

別途「参考資料（既設施設図面）」に可能な範囲で
提示しています。

35 要求水準
書

8 2 3 (2) ｲ PCB汚染廃電
気機器等及び
アスベストを
含む廃棄物

PCB汚染廃電気機器等及びアスベストを含む廃棄物の
発生の有無が確認可能な既設施設図面は、貸与等い
ただけると考えてよろしいでしょうか

別途「参考資料（既設施設図面）」に可能な範囲で
提示しています。

36 要求水準
書

8 2 3 (2) ｲ PCB汚染廃電
気機器等及び
アスベストを
含む廃棄物

PCB汚染廃電気機器等についてはご指示いただく場所
までの運搬のみであり、保管のための養生等は範囲
外と考えてよろしいでしょうか。

保管に関して養生等が必要な場合には、選定事業者
の責任と負担で実施してください。
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横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業

質問及び回答（要求水準書）【先行公表分】

No 書類名 別 頁 第 章 節 号 大 中 小 項目名 質問の内容 回答

37 要求水準
書

8 2 3 (2) イ PCB汚染廃電
気機器等

PCB汚染廃電気機器について、要求水準書（案）への
質問回答（番号 21）にて、市が提示する資料から選
定事業者が調査・確認するとありますが、該当する
資料は後日提示されるとの理解で宜しいでしょう
か。

別途「参考資料（既設施設図面）」に可能な範囲で
提示しています。

38 要求水準
書

8 2 3 (2) ｲ PCB汚染廃電
気機器等及び
アスベストを
含む廃棄物

アスベストを含む廃棄物の処理方法については選定
事業者において選択できるものと考えてよろしいで
しょうか

関係法令等に基づいて処理することを前提に、御理
解のとおりです。

39 要求水準
書

8 2 3 (2) ｳ 解体撤去対象
施設の概要

汚泥ピット内に120ton相当残存している汚泥の処分
について、実際の汚泥量が横浜市殿の想定量から大
幅に多かった場合は、追加費用は横浜市殿の負担と
理解してよろしいでしょうか。

御理解のとおりです。

40 要求水準
書

8 2 3 (2) ｳ 解体撤去対象
施設の概要

「建設期間中に建築物に関する工事等の発注をす
る」とありますが、２号炉の管理棟及び汚泥ピット
が対象となりますか。
また、その現地工事時期はいつごろになりそうで
しょうか。

対象施設は御理解のとおりです。現地工事実施時期
は未定です。

41 要求水準
書

8 2 3 (2) ｳ 解体撤去対象
施設の概要

汚泥ピット棟において、現状処理されている臭気の
性状および処理風量について、参考値としてご教示
ください。

現在は、汚泥ピット棟の臭気は吸引処理していませ
ん。
1ｍ毎の高さで硫化水素濃度は、0ppm・酸素濃度は、
20.9％です。

42 要求水準
書

8 2 3 (2) ｳ 解体撤去対象
施設の概要

「ほか１か所」とされている、既設の臭気ダクト開
口部を具体的にご教示ください。

別途「参考資料（既設施設図面）」に可能な範囲で
提示しています。

43 要求水準
書

8 2 3 (2) ｳ 解体撤去対象
施設の概要

既設の臭気ダクト開口部の覆蓋の方法については、
選定事業者において選択できるものと考えてよろし
いでしょうか。

御理解のとおりです。
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横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業

質問及び回答（要求水準書）【先行公表分】

No 書類名 別 頁 第 章 節 号 大 中 小 項目名 質問の内容 回答

44 要求水準
書

8 2 3 (2) ｳ 汚泥ピット残
留物

汚泥ピット内には120t相当の汚泥が残存していると
見込んでおりますが、120tを大幅に上回る汚泥が発
生した場合の処分費は、市が負担するとの理解で宜
しいでしょうか。

No39の回答を参照してください。

45 要求水準
書

8 2 3 (2) ｳ その他 汚泥ピットのほか、ホッパーやクレーン等も再利用
可能と判断される場合、使用することは可能でしょ
うか。

可能です。

46 要求水準
書

8 2 3 (2) ｳ その他 汚泥ピット内に残存する汚泥は、120ｔ相当量を見込
んでいますが、算定根拠をご教示願います。

汚泥ピットの（底面積×汚泥層高さ）で算出してい
ますが、ピット底部には水切りの砂分も含まれこの
分も堆積量となります。｛汚泥層高さ（ピット上部
－汚泥層迄の高さ）｝

47 要求水準
書

8 2 3 (2) ｳ その他 事業期間中に建物に関する耐震補強工事を発注する
可能性が記載されていますが、対象となる建物に2号
炉管理棟及び汚泥ピットが含まれるとの理解で宜し
いでしょうか。実施時期につきましては、本事業の
建設期間と重ならないようご配慮願います。

No40の回答を参照してください。

48 要求水準
書

8 2 3 (4) 撤去品有価物
の取り扱い

撤去品のうちの有価物の内容、量、価格は事業者提
案によるものと理解してよろしいでしょうか。
また、入札時から価格が変動した場合の扱いは、入
札説明書の別紙１に従うと理解してよろしいでしょ
うか。

基本的には御理解のとおりです。ただし、使用する
指標については協議とします。

49 要求水準
書

8 2 3 (4) 撤去品有価物
の取り扱い

有価物の買取について、入札価格内訳書記載の金額
よりも高額で売却できた場合、その差額は事業者の
インセンティブと考えてよろしいでしょうか。

No48の回答を参照してください。

50 要求水準
書

9 3 1 事前調査 事前調査を行うに際し、設計建設工事の工程にご配
慮いただき関連設備の運転調整等についてご協力い
ただけると考えてよろしいでしょうか。

可能な範囲で協力します。
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横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業

質問及び回答（要求水準書）【先行公表分】

No 書類名 別 頁 第 章 節 号 大 中 小 項目名 質問の内容 回答

51 要求水準
書

9 3 1 事前調査 今回の事業は下水道事業の一環で実施されることか
ら、事前調査に環境アセスメントは含まれないとの
理解で宜しいでしょうか。

事前調査に環境アセスメントは含まれません。

52 要求水準
書

9 3 2 (1) 　 建設場所にお
ける用地の現
況

建設場所における用地の現状は、別紙２に基づくと
されておりますが、現状と著しく異なる場合は別途
協議の対象とさせていただくことでよろしいでしょ
うか。

用地の現状は、別紙２及び別途「参考資料（既設施
設図面）」に提示しています。また、市から提示し
た資料で現状と著しく異なる場合には、資料から推
測できる場合を除き、別途協議とします。

53 要求水準
書

9 3 2 (4) ｲ その他留意事
項

道路使用にあたり、現時点で既に周辺住民等との間
で合意している協定や覚書等があればご教示くださ
い。

現時点で周辺住民等との間で合意している協定や覚
書等はありません。

54 要求水準
書

9 3 2 (4) ｲ その他留意事
項

現在、周辺住民との間の協定や覚書は無いとの理解
でよろしいでしょうか。

No53の回答を参照してください。

55 要求水準
書

9 3 3 (1) 基本的な考え
方

設計に関する条件の基本的な考えにて、「管理運営
期間中に大規模修繕を要しないこと」について十分
配慮して設計を行うこと。とありますが、大規模修
繕を実施する計画であっても要求水準未達にならな
いとの理解でよろしいでしょうか。
流量計や圧力計の交換等、内容によっては「下水道
施設の改築について（平成15.6.19国都下事第77
号）」に示されている「小分類」以上の更新を行っ
た方がライフサイクルコストの縮減につながると考
えます。

本事業では、大規模修繕の定義を「対象施設（既設
部分含む）において、「下水道施設の改築について
（平成15.6.19国都下事第77号）」に示されている
「小分類」以上の機器等（以下「小分類以上の機器
等」という。）の取り替えを行うもの」としてお
り、基本的には長寿命化対策等を行って管理運営期
間中に大規模修繕を要しないことに十分配慮して設
計してください。ただし、「下水道施設の改築につ
いて（平成15.6.19国都下事第77号）」に示されてい
る年数が本事業の管理運営期間を大幅に下回る小分
類以上の機器等においては、選定事業者から大規模
修繕することの優位性（ライフサイクルコストや機
器等の信頼性の観点等）を示し、市が認めた場合に
は要求水準未達とはしないこととします。

56 要求水準
書

9 3 3 (1) ｳ 基本的考え方 「管理運営期間中に大規模修繕を要しないこと」と
ありますが、大規模修繕の定義を提示願います。

No55の回答を参照してください。
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横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業

質問及び回答（要求水準書）【先行公表分】

No 書類名 別 頁 第 章 節 号 大 中 小 項目名 質問の内容 回答

57 要求水準
書

9 3 3 (1) ｳ 基本的な考え
方

管理運営期間中に大規模修繕を要しないこととあり
ますが、大規模修繕は、事業期間に亘る設備の信頼
性確保と経済性の両面から事業者が判断して適切に
実施の有無を判断すべきと考えます。本条項は、事
業者による管理運営期間の実施裁量を狭めるほか、
プラントの安定運転に支障を来たすことが懸念され
るため、削除をお願いします。

No55の回答を参照してください。

58 要求水準
書

9 3 3 (1) ｳ 基本的考え方 本項目にて要求されていることは、20年間に渡り、
対象施設（既設部分を含む）において、「下水道施
設の改築について（平成15.6.19 国都下事第77
号）」に示されている「小分類」以上の機器等の取
替を要しないこと、との認識で宜しいでしょうか。

No55の回答を参照してください。

59 要求水準
書

9 3 3 (2) 　 燃料化対象物 燃料化対象物としては、南部汚泥資源化センターで
発生する消化脱水汚泥、分離液脱水汚泥のみ考えて
よろしいでしょうか。
あるいは、これ以外の汚泥が搬入される可能性があ
れば、その性状、搬入量、搬入頻度等の具体的な条
件をご教示ください。

燃料化対象物は、南部汚泥資源化センターで発生す
る消化脱水汚泥、分離液脱水汚泥のみです（ただし
緊急時は除きます）。

60 要求水準
書

10 3 3 (3) 計画年間処理
量

入札価格を算定する時の処理量は「46,500t/年」を
使用するとの理解でよろしいでしょうか。

御理解のとおりです。

61 要求水準
書

10 3 3 (3) 計画年間処理
量

消化汚泥等の処理量は、消化汚泥等の受入量を計量
することにより計上されるとの理解でよろしいで
しょうか。

御理解のとおりです。

62 要求水準
書

10 3 3 (3) 計画年間処理
量

年間計画処理量は46,500t/年とありますが、別紙3の
「対象消化汚泥等の供給」に記載がある本事業範囲
に設置する計量器をもって計量するとの理解でよろ
しいでしょうか。

御理解のとおりです。

63 要求水準
書

10 3 3 (4) 汚泥性状 費用算出の前提となる汚泥性状は事業者にて提案す
るとの理解でよろしいでしょうか。
また、含水率６０％等現実的でない汚泥性状の設定
は認められないとの理解でよろしいでしょうか。

費用算出の前提については、御理解のとおりです。
消化汚泥等の性状は、表3-3-4-1～3に示す汚泥性状
の実績等をもとに標準的な範囲を定めることとして
います。このため、その範囲を逸脱した汚泥性状を
標準的な範囲として設定することは想定しておりま
せん。
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横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業

質問及び回答（要求水準書）【先行公表分】

No 書類名 別 頁 第 章 節 号 大 中 小 項目名 質問の内容 回答

64 要求水準
書

10 3 3 (4) ｱ 汚泥性状の実
績

燃料化物の有効利用に係る環境への影響検討や自治
体協議を行うためには、汚泥中の重金属類の濃度も
必要となることから、実績データの提示をお願いし
ます。

汚泥中の重金属類の濃度については、本市環境創造
局発行の「水質試験年報」を参照してください。

65 要求水準
書

10 3 3 (4) ｳ 標準的な範囲
の設定

協議により定めた消化汚泥等の成分の標準的な範囲
（表3-3-4-1及び表3-3-4-2）は、横浜市殿の保証範
囲と理解してよろしいでしょうか。

本施設稼働開始までに協議により定めた消化汚泥等
の成分の標準的な範囲を逸脱した場合には、市の負
担となります。

66 要求水準
書

10 3 3 (4) ｳ 標準的な範囲
の設定

汚泥性状の実績値は、プロセス上のどの位置でサン
プリングした脱水汚泥を対象としていますか。
脱水機出口でのサンプリングの場合、汚泥移送段階
で滑剤注入装置等の影響で水分が増加すると思われ
ます。

御質問のとおり、通常の採取場所は脱水機出口で
す。滑剤の注入は性状により調節しています。

67 要求水準
書

10 3 3 (4) ｳ 標準的な範囲
の設定

消化ガスや都市ガスなどのユーティリティーの使用
量、温室効果ガスの排出量の算出にあたっては、対
象となる汚泥の性状により大きく値が異なることと
なります。
「表3-3-4-1汚泥性状の実績」として示されたどの値
を標準条件として採用すべきかご教示ください。
同様に「表3-3-4-2分離液脱水汚泥の実績」として示
された値についても、標準条件として採用すべき値
についてご教示ください。

No63の回答を参照してください。

68 要求水準
書

10 3 3 (4) ｳ 標準的な範囲
の設定

要求水準書等で示された汚泥性状の範囲を大幅に逸
脱したことで利用されなかった燃料化物は、有効利
用の対象外となるとの理解で宜しいでしょか。また
上記燃料化物の製造に係る対価は支払われるとの理
解で宜しいでしょうか。

No65の回答を参照してください。対価は支払われま
すが、支払金額算定方法は別途協議することになり
ます。
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横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業

質問及び回答（要求水準書）【先行公表分】

No 書類名 別 頁 第 章 節 号 大 中 小 項目名 質問の内容 回答

69 要求水準
書

10 3 3 (4) ｳ 標準的な範囲
の設定

ユーティリティ使用量は消化汚泥等の水分変動等に
よって変動し、事業コストに影響を与えますが、代
表性状として表3-3-4-1におけるMin、Max、Ave、Mid
のどの性状にて試算すればよいでしょうか。
入札参加者により、各々任意に代表性状が提案され
た場合、ユーティリティ使用量の前提条件が異な
り、評価にも影響を及ぼすと思われます。

No63の回答を参照してください。

70 要求水準
書

10 3 3 (4) ｳ 汚泥性状の標
準的な範囲の
設定

汚泥性状の標準的な範囲は協議により定めるとあり
ますが、その範囲内の汚泥性状については、汚泥性
状によるユーティリティー費用等の補正は行わず、
事業者の責任と負担により対応するとの理解でよろ
しいでしょうか。

No65の回答を参照してください。

71 要求水準
書

11 3 3 3 (7) ｱ 供給の考え方 「汚水排水温度は、45℃未満とするため、それに伴
う汚水排水量の増加分は、選定事業者の負担とす
る。」とありますが、「汚水排水量」ではなく「雑
用水等」の誤りではないでしょうか。なお、P39 6-
(1)では「～汚水排水及び、消化ガスは無償～」との
記載があります。

汚水排水は、他施設の管理運営期間に支障を来すこ
とがない範囲において無償では排水できます（P21参
照）が、他施設に支障が出る排水量が生じた場合に
は、選定事業者の負担と責任で南部汚泥資源化セン
ター内の排水設備（マンホールなど）に接続して排
水してください。
雑用水の供給は、他施設に支障を来すことのない範
囲で無償で供給します。

72 要求水準
書

11 3 3 (5) 燃料化物の製
造及び計量

販売量が確認できる計量設備としてトラックスケー
ルが記載されていますが、燃料化物は固形物と理解
してよろしいでしょうか。

燃料化物の性状が固形の場合は、トラックスケール
等によりますが、燃料化物の性状が固体以外の場合
の計量設備は選定事業者の提案によります。

73 要求水準
書

11 3 3 (5) 燃料化物の製
造及び計量

「本施設で製造される燃料化物は、臭気の発生をで
きるだけ抑制することとする。」とありますが、燃
料化物から直接発生する臭気を示していますか。
その場合、燃料化物が気体の場合、その気体の臭気
を抑制すると理解してよろしいでしょうか。

燃料化物が固形物以外の場合は、本施設からの漏洩
による臭気対策を講じてください。

74 要求水準
書

11 3 3 (5) 燃料化物の製
造及び計量

「燃料化物の有効利用にあたる者が有価物として購
入し得る燃料化物を製造すること」とありますが、
ここでいう「燃料化物」に該当するか否かは「有効
利用にあたる者」が判断するものと考えてよろしい
でしょうか

基本的には御理解のとおりです。なお、製造された
燃料化物を有価物として取扱うためには、環境省通
知等に基づき総合的に判断する必要があります。
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横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業

質問及び回答（要求水準書）【先行公表分】
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75 要求水準
書

11 3 3 (5) 　 燃料化物の製
造及び計量

燃料化物の発熱量に関しまして、下限はない（有価
物として取り扱える発熱量は必要）との認識でよろ
しいでしょうか？

御理解のとおりです。

76 要求水準
書

11 3 3 6 温室効果ガス
の排出量

温室効果ガス排出量は本施設の稼働に伴い消費する
都市ガスなどの燃料使用量、電力消費量並びに排ガ
ス中の亜酸化窒素排出量の和とすることで宜しいで
しょうか？
また、汚泥性状はp.10、表3-3-4-1 汚泥性状の実績
に記載されている平均値を元に算出するものとし、
汚泥性状（含水率等）に応じて補正されるものとし
て宜しいでしょうか？

温室効果ガス排出量の算出方法は、別紙６を参照し
てください。また、消化汚泥等の設定は、選定事業
者の提案によります。

77 要求水準
書

11 3 3 (6) 　 温室効果ガス
の排出量

補助燃料として消化ガスを一切使用せず、その分の
化石燃料を使用した場合において206kg-CO2/t-汚泥
以下との理解でよろしいでしょうか。

御理解のとおりです。

78 要求水準
書

11 3 3 (6) 温室効果ガス
の排出量

CO2算出の前提となる汚泥性状は事業者にて提案する
との理解でよろしいでしょうか。
また、含水率６０％等現実的でない汚泥性状の設定
は認められないとの理解でよろしいでしょうか。

No63の回答を参照してください。

79 要求水準
書

11 3 3 (7) 温水の供給 温水を循環させるためのポンプは今回の事業範囲に
は含まれないと考えてよろしいでしょうか。
今回の事業範囲に含める必要がある場合は、必要な
ポンプ揚程、温水の水質等の具体的な条件をご教示
ください。

温水循環ポンプは、選定事業者の事業範囲内です。
また、ポンプ揚程、温水の水質等は選定事業の責任
において設定してください。

80 要求水準
書

11 3 3 (7) ｱ 温水の供給
供給の考え方

汚水排水温度は、45℃未満とするため、それに伴う
「汚水排水量の増加分は、選定事業者の負担」とあ
りますが、P21のユーティリティ費用の記載に「汚水
排水は、市に支障がない必要最小限の範囲(180m3/h)
において無償で排水できる」とあり、180m3/h以下で
あれば無償、越えた場合は有償と考えますが宜しい
でしょうか。また、超えた場合の汚水排水の単価を
ご教示願います。

180m3/hを超える分の排水は、南部汚泥資源化セン
ター内（場内）の排水設備（マンホールなど）に接
続して排水してください。本施設から排水設備に接
続する設備の費用は選定事業者の負担です。また、
排水は無償で排水できますが、場内排水量には上限
があります。
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横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業

質問及び回答（要求水準書）【先行公表分】

No 書類名 別 頁 第 章 節 号 大 中 小 項目名 質問の内容 回答

81 要求水準
書

11 3 3 (7) ｱ 温水の供給 汚水排水は、下水道放流ではなく、南部汚泥資源化
センター若しくは金沢水再生センターで直接処理さ
れると理解しています。
汚水排水温度は45℃未満とありますが、この条件は
汚水は他の汚水とあわせて希釈されることを前提に
設定されていますか。

汚水排水は、金沢再生水センターで処理しますが取
扱としては公共下水道への排水とします。このた
め、本事業で排水される汚水の水温を45℃未満とし
て排水してください。なお、このために希釈等が必
要となる場合は、選定事業者の提案によります。

82 要求水準
書

11 3 3 (7) ｱ 温水の供給 「熱に余剰分が生じた場合には選定事業者の責任と
負担で処理するものとする」とありますが、横浜市
殿側の責任区分の事由により熱に余剰が生じた場合
の責任と負担の取り扱いについてご教示ください。

業務実施計画外で熱に余剰が発生した場合は協議と
なりますが、選定事業者の責任と負担で処理してく
ださい。

83 要求水準
書

11 3 3 7 ｱ 温水の供給 排水温度以外の汚水排水性状・量の制約条件があり
ましたらご教示願います。

公共下水道に排水される排水の規制基準値に準じて
ください。

84 要求水準
書

11 3 3 (7) ｱ 温水供給 市の帰責事由（温水利用側設備のトラブル等）によ
り所定の温水供給が不要又は不可になった場合、温
水の冷却に使用する雑用水が増加すると見込まれま
す。熱に余剰分が生じた場合は、選定事業者の責任
と負担で処理するとありますが、市の帰責事由に
よって熱に余剰を生じた場合は、市が負担するとの
理解で宜しいでしょうか。

No82の回答を参照してください。

85 要求水準
書

11 3 3 (7) ｲ 温水の供給 「7,000MJ/h以上」とは、年間を通じた値と理解して
よろしいでしょうか。

本施設が稼働している期間内に供給する熱量です。
なお、定期点検等により本施設が停止して廃熱が発
生しない場合の本業務の取り扱いについては、事業
年度ごとに事前に市と協議して決定します。

86 要求水準
書

11 3 3 (7) ｲ 温水の供給 「7,000MJ/h以上」とあることから、7,000MJ/hを超
える熱量でも全て横浜市殿が受け取ると理解してよ
ろしいでしょうか。

熱量については、消化汚泥の加温状況により、市と
協議して決定します。
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横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業

質問及び回答（要求水準書）【先行公表分】

No 書類名 別 頁 第 章 節 号 大 中 小 項目名 質問の内容 回答

87 要求水準
書

11 3 3 (7) ｲ 温水の供給 「市の責任区分の事由により所定の温水供給が不可
能になる以外は、その代替手段による加温熱量確保
にかかる費用は選定事業者が負担」とあります。定
期点検等で施設が停止する場合は、当然廃熱が発生
しません。この場合の代替手段による供給は横浜市
殿が行ない、事業者はその費用を負担すると理解し
てよろしいでしょうか。
その場合、その費用（単価）を提示願います。

業務実施計画に基づく停止期間については、選定事
業者の負担はありませんが、選定事業者の原因によ
る本施設の停止によるものは、選定事業者の負担と
します。費用は、代替手段の方法により市と協議し
て決定します。

88 要求水準
書

12 3 3 (8) 環境保全に関
する法令等の
遵守

汚水排水は、下水道放流ではなく、南部汚泥資源化
センター若しくは金沢水再生センターで直接処理さ
れると理解しています。従って、排水に関する規制
基準については、法令等による規制はないと理解し
てよろしいでしょうか。

No83の回答を参照してください。

89 要求水準
書

12 3 3 (8) 　 環境保全に関
する法令等の
遵守

遵守すべき対象は法令および条例として定められた
ものであり、個別の協定等は無いものと考えてよろ
しいでしょうか。

No53の回答を参照してください。

90 要求水準
書

12 3 3 (8) 環境保全に関
する法令等の
順守

騒音・振動の規制基準は、事業所において発生する
許容限度とありますが、南部汚泥資源化センターの
敷地境界線での規制値との理解で宜しいでしょう
か。

御理解のとおりです。

91 要求水準
書

11 3 3 (8) 環境保全に関
する法令等の
遵守

騒音・振動・臭気に関する基準は敷地境界にて規制
がかかります。燃料化事業は下水道事業者自ら行う
事業の一環とし実施されるため、南部汚泥資源化セ
ンターの敷地境界にて適用されると考えてよろしい
でしょうか。
事業範囲の境界と敷地境界とは種類が異なるものと
認識しております。

御理解のとおりです。

92 要求水準
書

12 3 3 9 本施設の耐震
に関する条件

既存設備については耐震強度などを補強する必要が
無いものとして設計して宜しいでしょうか？

管理棟及び汚泥ピット棟については、別途市が耐震
診断を行い、必要に応じて耐震補強工事等を行う予
定です。
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横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業

質問及び回答（要求水準書）【先行公表分】

No 書類名 別 頁 第 章 節 号 大 中 小 項目名 質問の内容 回答

93 要求水準
書

12 3 3 11 仕様内容に関
する事項

本施設は機械設備工事一般仕様書、電気設備工事一
般仕様書（横浜市環境創造局殿発行）が適用される
ものと考えて宜しいでしょうか？

No20の回答を参照してください。

94 要求水準
書

12 3 3 (12) 　 機械設備 センター全体として想定している、災害の発生の規
模、停電の継続時間など非常時の条件があればご教
示ください

全市的には横浜市危機管理指針が定められており、
横浜市防災計画として「震災対策編（平成20年12月
修正）」「風水害対策編（平成21年12月修正）」
「都市防災対策編（平成20年1月修正）」がそれぞれ
計画されています。また、センターとしては、「下
水道の地震対策マニュアル」（社団法人日本下水道
協会）等にも基づいて防災計画を策定すると共に、
緊急地震速報への対応や東日本大震災を受けての満
潮時の津波に備えることなど随時見直しがなされて
います。

95 要求水準
書

13 3 3 (12) ｱ 消化汚泥供給
設備

無償で提供される汚泥ピットには、緊急時の車両に
よる消化汚泥等の搬入に対応可能な設備になってい
ると理解してよろしいでしょうか。

御理解のとおりです。

96 要求水準
書

13 3 3 (12) ｱ 消化汚泥供給
設備

現時点で、車両により搬入する際に想定される車両
１台あたりの搬入量、搬入の頻度、搬入の期間をご
教示ください。

搬入車両は８ｔ車を想定しておりますが、搬入量、
頻度、期間等は緊急時の状況によって異なります。

97 要求水準
書

13 3 3 (12) ｱ 消化汚泥供給
設備

車両による搬入の際に開閉が必要となる電動シャッ
ターについては十分な整備が行われており、使用可
能な状態にあるものと考えてよろしいでしょうか。

選定事業者の責任と負担で使用可能な状態としてく
ださい。

98 要求水準
書

13 3 3 (12) ｳ 燃料化物貯留
搬出設備

燃料化物の搬出は、緊急時を除き、８：30から17：
00に行うことを前提に容量を決定すれば良いと認識
しておりますが、他に考慮すべき条件はあります
か。

容量の決定方法は御理解のとおりです。なお、他に
考慮すべき条件はありません。

99 要求水準
書

14 3 3 (12) ｴ (ｱ) 　 排ガス処理設
備

白煙防止対策は不要との認識で宜しいでしょうか。 御理解のとおりです。

100 要求水準
書

14 3 3 (12) ｴ (ｷ) 　 排ガス処理設
備

公害防止基準を遵守することが担保されれば、最低
限の高さ制約はないとの認識で宜しいでしょうか。

御理解のとおりです

15/26



横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業

質問及び回答（要求水準書）【先行公表分】

No 書類名 別 頁 第 章 節 号 大 中 小 項目名 質問の内容 回答

101 要求水準
書

14 3 3 (12) ｶ ユーティリ
ティ設備

他施設等と供用となる排水処理関連機器類（ポン
プ・撹拌機等）および既存建築物に関する電気代、
補修費等は貴市にて負担いただけるとの理解でよろ
しいでしょうか。

基本的には御理解のとおりです。ただし、建築設備
の改造、更新等を選定事業者の提案により実施した
場合の補修費等については、市と協議して決定しま
す。

102 要求水準
書

14 3 3 (12) ｶ ユーティリ
ティ設備

他施設等と供用となる排水処理関連機器類（ポン
プ・撹拌機等）および既存建築物に関する電力使用
に由来する温室効果ガス排出量は燃料化設備の温室
効果ガス排出量に計上しなくてもよいとの理解でよ
ろしいでしょうか。

御理解のとおりです。

103 要求水準
書

15 3 3 (13) ｱ 高圧受電変電
設備

記載されている受電電圧及び力率は、本施設の受電
点において、記載の条件で受電できるとの理解で宜
しいでしょうか。

御理解のとおりです。

104 要求水準
書

15 3 3 (13) ｱ 高圧受変電設
備

燃料化設備用として供給される２号炉電源設備は、
燃料化設備のみの専用電源として使用可能と考えて
よろしいでしょうか。

共用設備も含まれます。

105 要求水準
書

15 3 3 (13) ｱ 高圧受変電設
備

設備安定運転への対策として、既設では１～４号炉
のループ受電を行っているものと思慮いたします。
No.18～21の質問のように電源容量の制約がある場
合、本事業はPFIであることから、不測の場合は事業
者の責任と負担となることを前提に、燃料化設備の
高圧受電をループ受電ではなく、ループ系統の上位
から単独で受電することは可能でしょうか。

南部汚泥資源化センターの受配電設備の能力の範囲
で、選定事業者の負担において可能です。

106 要求水準
書

15 3 3 (13) ｲ 特殊電源設備 「特殊電源設備」とは、無停電電源装置や非常用発
電機が該当するとの理解でよろしいでしょうか。ま
た、非常用発電機の用途は、停電時にも本施設を連
続的に運転することではなく、安全に立ち下げるこ
と、消防設備の機能維持、との理解でよろしいで
しょうか。

御理解のとおりです。

107 要求水準
書

16 3 3 (13) ｴ 監視制御設備 「既存システムの取り合いに関するその他の項目」
について、具体的に提示願います。

別途「参考資料（既設施設図面）」に可能な範囲提
示しています。
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横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業

質問及び回答（要求水準書）【先行公表分】

No 書類名 別 頁 第 章 節 号 大 中 小 項目名 質問の内容 回答

108 要求水準
書

17 3 3 (13) ｵ (ｳ) 信号 ノイズ等による影響がない信号方式を採用するとあ
りますが、これはノイズ等の影響を受けない機器仕
様を採用するとの理解で宜しいでしょうか。ノイズ
の発生要因によっては、信号方式よりはシールド線
を採用などで対策を取れる可能性があります。

ノイズ等による影響が発生しない方法については、
選定事業者の提案によります。

109 要求水準
書

17 3 3 (16) 2号炉管理棟
及び汚泥ピッ
ト棟

「現状にて事業期間を通じて活用」とありますが、
事業者により改造等を行うことは可能でしょうか。

基本的には御理解のとおりです。ただし、大規模な
改造等の場合には市の承諾が必要となります。

110 要求水準
書

17 3 3 (16) 2号炉管理塔 市が事業期間中に建築物に関する工事等の発注を行
う場合には、選定事業者は工事等に協力するとあり
ますが、設計・建設期間で市が具体的に予定されて
いる作業があれば、工事内容、時期、期間等につい
てご教示頂けないでしょうか。

現在のところ未定です。

111 要求水準
書

17 3 3 (17) 　 本市発注工事
への協力

本項目で想定している「本施設と他施設等との取り
合いにかかわる工事等」の具体例をご教示願いま
す。

２号炉管理棟２階にある監視制御装置移設等を想定
しています。

112 要求水準
書

18 3 4 　 ユーティリ
ティー等に関
する条件

計量装置は計量法に定める特定計量器とする必要が
ありますか。

特定計量器としてください。

113 要求水準
書

18 3 4 (2) 　 上水 別紙４、別表４－３に記載の無い、給水圧力をご教
示ください。

上水の最大給水圧力は1.5kg/cm2です。

114 要求水準
書

18 3 4 (3) 　 雑用水 別紙４、別表４－３に記載の無い、給水圧力をご教
示ください。

雑用水（ろ過水）の最大給水圧力は3.0kg/cm2です。

115 要求水準
書

18 3 4 (4) 汚水排水 汚水排水について、水質等に制約条件があれば提示
願います。

No83の回答を参照してください。
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横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業

質問及び回答（要求水準書）【先行公表分】

No 書類名 別 頁 第 章 節 号 大 中 小 項目名 質問の内容 回答

116 要求水準
書

18 3 4 5 都市ガス 本設備は汚泥性状（特に含水率）が変動した場合、
事業費（都市ガス費用）が大幅に悪化・好転しま
す。
本事業における事業費の算出は汚泥性状はp.10、表
3-3-4-1 汚泥性状の実績に記載されている平均値を
元として、事業範囲外の要因で含水率が変動した場
合は変動に応じて費用の補正が行われるものと考え
て宜しいでしょうか？

No65の回答を参照してください。

117 要求水準
書

19 3 4 ア 消化ガス年間
平均供給予定
量

年間平均供給量は160万m3N/年と規定されています
が、本施設の年間稼働予定を310日/年とした場合、
5,161m3N/日が一日当たりの平均供給量になるものと
想定されます。
事業費の算出に当り、汚泥性状の変動に伴い消化ガ
スを含む補助燃料使用量と供給可能な消化ガス量と
の間にミスマッチが生じることになりますが、（即
ち汚泥性状が良く、補助燃料消費量が低い日と汚泥
性状が悪く、補助燃料消費量が多い日が存在する）
市が貯留可能な消化ガス量を御教示願います。

低圧タンク（２基）：有効容量2000ｍ3×２基（上限
警報～下限警報位置まで）、公称容量2200ｍ3×２基
（空から安全弁作動位置まで）
中圧タンク（２基）：幾何容量3591.3ｍ3×２基、公
称容量3590ｍ3×２基

118 要求水準
書

19 3 4 (7) ｲ 成分 消化ガスの使用量の算出にあたっては、消化ガスの
性状により大きく値が異なることとなります。
「別紙５　消化ガスの成分実績」として示されたど
の値を標準条件として採用すべきかご教示くださ
い。
消化ガスの発熱量（高位および低位）についても、
標準条件として採用すべき値についてご教示くださ
い。

別紙５の消化ガスの成分実績を参考に提案によりま
す。

119 要求水準
書

19 3 4 (7) ｳ 消化ガスに関
する条件

「アで定めた年間平均供給予定量から大幅に」とあ
りますが、「大幅に」とは、どの程度を想定されて
いますか。

消化ガス供給量が、汚泥燃料化に必要な全量である
場合又は、ゼロの場合を想定しております。

120 要求水準
書

19 3 4 (7) ｳ 消化ガスに関
する条件

全量消化ガスを使用しても運転できるように考慮す
るとあります。必要な消化ガスは処理方式により異
なりますが、全量が供給される可能性があると理解
してよろしいですか。
また、その可能性はどの程度ありますか。

必要な消化ガスの全量を供給する可能性の有無は、
御理解のとおりです。ただし、可能性の程度につい
ては、処理方式により必要量が異なることもあり、
想定できません。
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横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業

質問及び回答（要求水準書）【先行公表分】

No 書類名 別 頁 第 章 節 号 大 中 小 項目名 質問の内容 回答

121 要求水準
書

19 3 4 (7) ｳ 消化ガスに関
する条件

要求水準書に記載された消化ガス供給量をもとに、
事業者はサービス購入料を設定し入札するため、記
載された消化ガス供給量を満たさない場合において
は、大幅に消化ガス量が変更になる場合の協議では
なく、横浜市殿の負担にて不足分の都市ガスを事業
者に供給するものとしていただけないでしょうか。

横浜市の負担の考え方は、入札説明書別紙１の「カ
サービス購入料Ｂ４」の「（ｳ）支払手続」の「都市
ガス料金支払額」のとおりです。

122 要求水準
書

19 3 4 (7) ｳ 消化ガス 市は無償で選定事業者に消化ガスを供給するとあり
ますが、試運転期間もその対象に含まれるとの理解
で宜しいでしょうか。

御理解のとおりです。ただし、供給量については市
と協議して決定します。

123 要求水準
書

19 3 4 (7) ｳ 消化ガスに関
する条件

「大幅に消化ガス量が変更となる場合」とは、どの
程度の変更でしょうか。

No119の回答を参照してください。

124 要求水準
書

19 3 4 ウ 消化ガスに関
する条件

アで定めた年間平均供給予定量から大幅に消化ガス
量が変更となる場合には、市は本事業のサービス対
価及びスキームの見直しについて選定事業者と協議
を行うとありますが、具体的に"大幅"とは年間でど
れくらいの量を示しますか？事業リスクの算定に当
り消化ガス供給量の定義は重要であると思料しま
す。

No119の回答を参照してください。

125 要求水準
書

19 3 4 (11) その他副産物 副産物の処分先業者は、必要な資格を保有していれ
ばSPCの構成員でもよろしいでしょうか。

御理解のとおりです。

126 要求水準
書

19 3 4 (11) 　 その他副産物 副産物の所有権は横浜市殿に帰属するとの理解でよ
ろしいでしょうか。

ここでいう副産物については、御理解のとおりで
す。

127 要求水準
書

19 3 4 (11) 　 その他副産物 ここでいう「副産物（有価としての扱いが不可能な
規格外燃料化物等）」に該当する否かは、P11、第３
－３、（５）にもあるように、「有効利用にあたる
者」が判断するものと考えてよろしいでしょうか。

基本的には御理解のとおりです。
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128 要求水準
書

19 3 4 (11) その他副産物 汚泥性状が要求水準書で示された範囲を逸脱したこ
とに起因して発生した副産物の処分費は、市が負担
するとの理解で宜しいでしょうか。

No65の回答を参照してください。

129 要求水準
書

20 3 5 (2) ｱ 安全管理 建設現場周辺に立ち入る可能性のある第三者とは、
包括委託受託者等であり、一般住民や見学者ではな
いと理解してよろしいでしょうか。

御理解のとおりです。

130 要求水準
書

20 3 5 (2) ｲ 現場管理 「資材の搬入に際しては、出入口付近等に警備員を
配置させる」とありますが、大型の車両等を搬入す
る場合と理解してよろしいでしょうか。

基本的には御理解のとおりです。ただし、大型の車
両等でなくても一日に頻繁に資材の搬入を行う等の
場合には警備員を配置してください。また、南部汚
泥資源化センターに見学者等の第三者が来場する予
定がある場合には、市から配置を依頼することがあ
ります。

131 要求水準
書

21 3 5 (2) ｵ (ｱ) 　 その他 地中障害物の発生が予測できる既設施設図面は、貸
与等いただけると考えてよろしいでしょうか

別途「参考資料（既設施設図面）」に可能な範囲提
示しています。

132 要求水準
書

21 3 5 (2) ｵ 地中障害物 既設施設図面により発生が予測できる範囲外の費用
は、市が負担するとありますが、この負担には、工
事遅延によるコスト（融資契約によるブレークファ
ンディング費用等）も含まれるとの理解で宜しいで
しょうか。

市の責めによる場合は合理的な範囲で市が増加費用
を負担します。それ以外の場合は、事業者の負担と
なります。

133 要求水準
書

21 3 5 (3) 　 ユーティリ
ティの費用

汚水排水については、排水量以外に条件は無いもの
と考えてよろしいでしょうか。

No83の回答を参照してください。

134 要求水準
書

21 3 5 (3) ユーティリ
ティの費用

180m3/Hを超える排水については有償にて排水可能と
考えてよろしいでしょうか。

No80の回答を参照してください。

135 要求水準
書

21 3 5 (4) ｱ 性能保証事項 処理能力の検証にあたっては、対象となる汚泥の性
状により大きく処理能力が異なることとなります。
「表3-3-4-1汚泥性状の実績」として示されたどの値
を性能保証の条件として採用すべきかご教示くださ
い。
同様に「表3-3-4-2分離液脱水汚泥の実績」として示
された値についても、性能保証の条件として採用す
べき値についてご教示ください。

性能保証が可能な消化汚泥等の性状範囲を提案して
ください。
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136 要求水準
書

21 3 5 (4) ｲ 性能保証事項 温室効果ガスの排出量の算出にあたっては、対象と
なる汚泥の性状、消化ガスの性状により大きく値が
異なることとなります。
「表3-3-4-1汚泥性状の実績」、「表3-3-4-2分離液
脱水汚泥の実績」、「別紙５　消化ガスの成分実
績」として示されたどの値を性能保証の条件として
採用すべきかご教示ください。
また、消化ガスの発熱量（高位および低位）につい
ても、性能保証の条件として採用すべき値について
ご教示ください。

消化汚泥等の性状については、No135の回答を参照し
てください。また、温室効果ガスの排出量は消化ガ
ス利用なしで算出してください。

137 要求水準
書

22 3 5 (5) ｱ (ｷ) 試運転中の燃
料化物

試運転中の燃料化物は、選定事業者の責任において
適正に利用又は処分するとありますが、消化汚泥は
無償で市から供給されるとの理解で宜しいでしょう
か。

御理解のとおりです。ただし、供給量については市
と協議して決定します。

138 要求水準
書

22 3 5 (5) ｲ (ｲ) 　 試運転におけ
る立会検査

「法的資格を有する第三者機関」とはどのような者
を指すのか、要件をご教示ください。

計量証明事業者(構成員以外）等です。

139 要求水準
書

22 3 5 (5) ｳ (ｳ) 　 性能試験 「系列ごとに実施しなければならない」とあります
が、設備は系列に分けて建設する必要があるので
しょうか。

設備の系列は、選定事業者の提案によります。な
お、複数系列とした場合は、系列ごとに実施してく
ださい。

140 要求水準
書

22 3 5 5 ｳ 試験及び検査 性能試験では5.(4)性能保証事項 ア～エ を確認し、
本試験性能確認が設備引き渡しの条件であると考え
て宜しいでしょうか？
また、万一性能未達成の項目があった場合、改善後
もセルフモニタリングによる経過監視等を行う必要
があるのでしょうか？

本施設の引き渡し等に関する考え方は、モニタリン
グ基本計画に提示したとおりです。

141 要求水準
書

23 3 5 (5) ｳ (ｴ) 　 性能試験 「定格運転」の処理量等の条件は選定事業者が決定
するものと考えてよろしいでしょうか。

御理解のとおりですが、別途モニタリング基本計画
によります。

142 要求水準
書

23 3 6 　 　 設計図書等に
関する条件

各号に記載されている「その他必要な書類」、「そ
の他管理運営上必要となる書類及び図面」とは、設
計図書を提出する選定事業者が必要と判断した書類
を示すものと考えてよろしいでしょうか。
あるいは、横浜市殿が必要と考える書類等を示すも
のである場合は、どのような書類等を示すものであ
るのか具体的にご教示ください。

選定事業者及び市が必要と判断した資料をいいま
す。
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143 要求水準
書

23 3 6 設計図書に関
する条件

"確認を得なければならない"とありますが、一方
ウ性能試験(オ）に於いては市から承諾を得た後、実
施すると記載されています。
試運転計画書を含む全ての図書は"確認行為"のみを
行うだけであり、"承諾行為"は不要と考えてよろし
いでしょうか？

基本的には御理解のとおりです。ただし、提出され
た設計図書等が「他施設等の運転に支障がある」、
「モニタリングを行う上で必要な項目が記載されて
いない」等の場合には、市は計画の修正や内容の追
加を求めることがあります。

144 要求水準
書

25 3 6 (8) 出来高報告書 貴市が想定する各年度の出来高項目や割合は提案に
より変更可能との理解でよろしいでしょうか。

記載の出来高を基本として提案してください。

145 要求水準
書

26 4 2 (1) 運転管理体制 電気主任技術者を選定事業者が選任とありますが、
外部に委託することは可能でしょうか。

外部に委託することは可能です。

146 要求水準
書

26 4 2 (1) 運転管理体制 電気主任技術者を選定事業者が選任とありますが、
SPCから直接業務を委託される運転・維持管理を行う
者の中から選任することは可能でしょうか。

可能です。

147 要求水準
書

29 4 3 (3) 　 電気設備の保
守点検業務

電気主任技術者技術者の選任については、電気保安
法人等へ外部委託することも可能との認識で宜しい
でしょうか。

No145の回答を参照してください。

148 要求水準
書

30 4 3 (5)  消化汚泥等の
受入業務

緊急時は、車両等による消化汚泥等の搬入があるも
のと認識すれば宜しいでしょうか。その場合、搬入
車両は市のご負担との認識で宜しいでしょうか。

御理解のとおりです。

149 要求水準
書

31 4 3 (8)  温水供給業務 定期点検等で廃熱が発生しない場合は、温水供給義
務が生じないとの認識で宜しいでしょうか。

No85の回答を参照してください。

150 要求水準
書

31 4 3 (9)  燃料化物の購
入・販売及び
運搬業務

燃料化物の運搬業務を実施する際、南部汚泥資源化
センター場内の車両規制、道幅をご教示願います。

別途「参考資料（既設施設図面）」に可能な範囲で
提示しています。

151 要求水準
書

31 4 3 (10) 燃料化物の有
効利用業務

「燃料化物を全量買取り、化石燃料の代替燃料とし
て有効に利用すること」とは、有効利用先での業務
であり、SPCの業務ではないと理解してよろしいで
しょうか。

ＳＰＣの業務範囲です。ただし、ＳＰＣにて有効利
用先を確保し売買契約をもって全量利用を担保する
ことで、要求水準を満足することも可能です。
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152 要求水準
書

31 4 3 (13
)

　 本施設見学
者の対応に
関する協力

見学者の受付は、市が行う、との認識で宜しいで
しょう。その他説明に有効な模型等は、選定事業者
の事業提案の範疇との認識で宜しいでしょうか。ま
た、1回あたりの見学者の人数は、どの程度でしょう
か。

見学者対応についての市と選定事業者の役割分担
は、№18の回答を参照してください。また、１回あ
たりの人数は、平成22年度の実績では数名から45名
程度です。場合により、数班に分ける等で対応して
ください。選定事業者の自社製品PRのための見学で
あってもPRを受ける側から見学申請書を提出するよ
うにしてください。

153 要求水準
書

31 4 3 (13) ｲ 本施設見学者
の対応に関す
る協力

「パネル等」とは選定事業者が、位置、大きさ、内
容、設置場所、設置数量を判断して設置するものと
考えてよろしいでしょうか。
あるいは横浜市殿よりこれらについて指示を受ける
ものである場合は具体的な内容をご教示ください。

「パネル等」について、特に市から指示することは
想定しておりません。

154 要求水準
書

31 4 3 (13) ｴ 本施設見学者
の対応に関す
る協力

「その他説明に有効な物の作成及び利用」とは具体
的にどのような者を示すのかご教示ください。

選定事業者の提案によります。

155 要求水準
書

32 4 3 (14)  分析業務 法律や条例で分析の頻度が規定されているもの以外
の項目の分析の頻度は、選定事業者が決定するもの
と考えてよろしいでしょうか。
あるいは、分析の頻度について指定があればご教示
ください。

御理解のとおりですが、市の確認が必要となりま
す。

156 要求水準
書

32 4 3 (18) その他本事業
を実施する上
で必要な業務

その他本事業を実施する上で必要な業務について具
体的に提示願います。

選定事業者の提案によります。

157 要求水準
書

32 4 4 (1) 管理運営業務
実施計画

「建設完了前の管理運営期間開始60日前まで」とあ
りますが、建設完了が管理運営期間開始の60日以上
前である場合が想定できますので、「建設完了前
の」を削除願います。

60日前までなので60日以上前でも構いません。

158 要求水準
書

32 4 4 (1) 管理運営業務
実施計画

管理運営業務実施計画書を建設完了前の管理運営期
間開始60日前までに市へ提出するとありますが、供
用開始日の60日前との理解で宜しいでしょうか。

御理解のとおりです。
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159 要求水準
書

34 4 4 (1) ｽ その他本事業
を実施する上
で必要な実施
計画

清掃について、既設焼却施設の清掃方法、清掃回
数、管理指標等を具体的にご教示ください。

既設焼却施設の状況にかかわらず、提案する燃料化
施設にあわせて提案してください。

160 要求水準
書

35 4 4 (1) ﾁ その他本事業
を実施する上
で必要な実施
計画

その他本事業を実施する上で必要な実施計画につい
て具体的に提示願います。

選定事業者の提案によります。

161 要求水準
書

37 4 5 燃料化物の性
状

燃料化物の製造量、性状及び販売量を把握し、その
データを記録するとありますが、販売量は出荷時
に、また性状は定期的に測定予定のため、これらを
日報で随時提出することは困難と考えます。よっ
て、市へ提出するデータ等は、数量等が確認される
時期等を踏まえ、市と協議して設定するとの理解で
宜しいでしょうか。

御理解のとおりです。

162 要求水準
書

39 4 6 (1) ユーティリ
ティ等

「運転管理に必要なユーティリティのうち、汚水排
水及び消化ガスは無償」とありますが、P21のユー
ティリティ費用の記載に「汚水排水は、市に支障が
ない必要最小限の範囲(180m3/h)において無償で排水
できる」とあります。汚水排水の記述について、ど
ちらが正でしょうか。

No71の回答を参照してください。

163 要求水準
書

40 4 6 (6) ｱ 契約期間終了
時の取扱い

事業終了1年以内は大規模修繕、不可抗力以外の不測
の更新・修繕等を要することのない状態で市に引渡
すとありますが、事業期間終了後の維持管理の不備
による損傷も懸念されるため、事業期間終了後1年の
補償を担保することは困難と考えます。事業期間終
了までに、事業者が提出する施設の整備内容報告や
市による性能試験等を通じて市が引取るよう変更願
います。

事業期間終了時に、性能確認試験、機械電気建築設
備の保全状態確認等により要求水準を満足するか判
断することします。

164 要求水準
書

40 4 6 (6) ｵ 契約期間終了
時の取扱い

「運転指導員」とは、次期運営主体に対して運転指
導を行う者であり、そのためには必要な資格、免許
等は必要ないと考えますがいかがでしょうか。

選定事業者が配置する運転指導員が適当な人材であ
ることを市が確認するにあたり、適当な資格（指導
員としての経歴、免許、認定証、研修修了証等）を
所有していることを想定しております。その中で必
要な資格がある場合は、その資格を記載をしてくだ
さい。
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165 要求水準
書

41 4 6 (7) 管理運営に係
る車両の駐車
場について

要求水準書の定める無償で提供される事業場所の中
に駐車場を設けた場合は、駐車料金も無料と理解し
てよろしいでしょうか。

事業場所の中に駐車場を設けた場合においても、通
常の管理運営時（施設の運転時）における職員の通
勤車両は有料です。ただし、修繕等に伴う工事車
両、工事従事者の通勤車両（施設運転に従事する車
両は除く）は無償で利用が可能です。なお、駐車料
金は平成22年度実績で１台当り3,500円/月です。

166 要求水準
書

43 5 4 (2) 質問に対する
回答

「～質問者の権利、競争上の地位その他正当な利益
を害するおそれがあると考えられるもの」の基準を
具体的にご教示ください。質問回答について可能な
限りの情報公開をお願いします。

基本的に全ての質問回答を公表する予定です。ただ
し、質問者が自ら公表を希望しない旨を明示した場
合や質問者の権利、競争上の地位その他正当な利害
を害するおそれがあると考えられるものについて
は、公表について市が判断します。

167 要求水準
書

42 5 2 (1) ｱ 保険に関する
事項

（１）アに「履行保証保険」とありますが、事業契
約第10条1項の定めにより事業者が別途担保を提供す
るような場合は、履行保証保険は不要という理解で
よろしいですね。

御理解のとおりです。

168 要求水準
書

42 5 2 (1) ｲ
ｳ

保険に関する
事項

（１）イ建設工事保険、ウ火災保険とありますが、
一般に工事目的物を補償する保険は建設工事保険あ
るいは組立保険になります。また火災保険は工事中
の目的物損傷リスクは補償しませんので、工事中に
付保されることはありません。公共工事標準請負契
約約款に準じた規定と理解していますが、標準請負
契約約款の内容が実態から乖離しています。した
がって、「建設工事保険を工事保険に変更」「火災
保険は削除」いただくようお願いします。

事業契約書案の質問に対する回答のNo124の回答を参
照ください。
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質問及び回答（要求水準書）【先行公表分】

No 書類名 別 頁 第 章 節 号 大 中 小 項目名 質問の内容 回答

169 要求水準
書

42 5 2 保険加入 貴市は本事業・本施設に保険を付保しないとのこと
ですが、本施設に対して所有権のない事業者が、事
業者の帰責事由による本施設の損害を確実に担保す
る保険を付保しようとするとコストも高くなりその
効果も限界的です。
従って、貴市が共済に加入されるよう再度検討をお
願いします。本件はＢＴＯ方式であることから、官
民共同でＶＦＭの向上を図りたいという趣旨で質問
します。

保険を付保する予定はありません。

170 要求水準
書

43 5 4 (2) 質問に対する
回答

放射能汚染に関する質問の回答はリスク分担を明確
化するのに必要となるため、全て公開をお願いしま
す。

No166の回答を参照してください。

171 要求水準
書

1 44 1 処理フロー 既設の消化ガス発電設備は廃止しないとの認識でよ
ろしいでしょうか。

既設の消化ガス発電設備は廃止しない予定です。

172 要求水準
書

1 44 2 現有施設 図面の赤枠内敷地の寸法、面積をご教示願います。 別途「参考資料（既設施設図面）」に可能な範囲提
示しています。

173 要求水準
書

4 55 別表4-2ユー
ティリティ等
の購入単価

全項目とも消費税込みの単価でしょうか。 税抜きの単価です。
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